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回復期リハビリテーション病棟 看護・介護課課長 ご挨拶
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回復期リハビリテーション病棟では、急性期

治療を終えた脳血管疾患や整形疾患の方を

対象に、患者様の自立支援という共通の目標

に向かって、チームアプローチに取り組んでい

ます。

チームアプローチにおいて、看護師・介護福

祉士には、患者様が安全・快適に入院生活を

送れるよう心身のケアを担う役割があります。

看護師は患者様が効果的なリハビリに取り

組むための健康管理を行い、家庭復帰後も

継続できるよう支援しています。介護福祉士

は日常生活上の介助を行い、自立につながる

よう工夫し支援しています。

患者様への支援においては、看護師・介護

福祉士としての確かな知識・技術・態度は欠

かせません。また、患者様ご家族の心に寄り

添える感性が大切です。

今後も、専門職として、より質の高いケアを追

求し、向上できるよう取り組んでまいります。

令和４年４月より看護・介護部の病棟課長と

して勤務し1年が経過しました。当病棟はプラ

イマリーナーシングで自立への支援、精神面

へのサポートなど継続看護を提供しています。

患者様が365日リハビリに参加できるように

私たち看護師は毎日体調管理を行っています。

患者様が真剣にリハビリに取り組む姿を見る

たびに私たちは元気をもらっています。

日々多職種と協働しながら、病棟スタッフも

日常生活を通して在宅復帰につながるように

連携を図っています。また、安心して在宅生活

が送れるように患者様ご家族の不安の軽減

を図り一人ひとりのニーズに合わせた退院支

援を行っています。

患者様一人ひとりに寄り添った看護・介護を

提供するためにも、引き続き看護力の向上に

努めていきたいと考えております。今後ともご

指導のほどよろしくお願いいたします。



1973年、別府リハビリテーションセンターは、交通事

故による障がいを持ち支援が必要な方の、社会復帰を

支援するために設立されました。現在は、障がいを持

つ方々の自立と社会参加を応援するために、病院部門

においては、以下のような事業を展開してきました。

＜回復期リハビリテーション病棟＞

急性期治療を終えた方に、多職種のチームによる集

中的なリハビリテーションを提供しています。

＜外来リハビリテーション＞

回復期リハビリテーション病棟や急性期病院を退院

された方に、専門外来と連携したリハビリテーションを

提供しています。

また、入院から外来通院を通じて、最新の設備やプロ

グラムを導入し、多職種の専門チームによる質の高い

リハビリテーションを提供しています。

この度、当センターは創立50周年を迎えることが

できました。これもひとえに、利用者の皆様、ご家族

の皆様、関係機関の皆様、地域の皆様、そして職員

の皆様のご支援とご協力の賜物と心より感謝申し

上げます。ありがとうございます。

別府リハビリテーションセンターでは、すべての人

が住み慣れた地域で自分らしく生きることができる

社会を目指して、障がいを持つ方々の自立と社会参

加に向けて、多職種で連携を図りながら支援してま

いります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

旧リハビリテーション室 旧自動車訓練場

現在の建物全景

ご本人・ご家族と医療スタッフによる
合同面接の様子

自動車運転評価をおこなう
自動車運転コース

法人創立50周年
記念特設ページ
２０２３年７月２１日～



皆さまこんにちは。令和５年４月１日から別府リハビリ

テーションセンターに赴任しました。医師の高橋健と申

します。よろしくお願いします。

出身は山口県下関市で、紆余曲折して医師になり現

在に至っています。

昨年度までは、急性期病院で救急患者さんの対応を

していました。いままでは病気を治すことだけしかかか

わってきませんでした。

この度、別府リハビリテーションセンターの回復期リハ

ビリテーション病棟に配属されたことにより、少し立場

を変えて、今度は病気が落ち着いた後に患者さんが社

会生活に戻るお手伝いができればと思っています。

窓からは青い空と一面の新緑、遠くに別府湾をみお

ろせ、あちこちから温泉の湯気が立ち上っています。素

晴らしい眺望に毎日気分が晴れやかになります。

豊かな自然に囲まれた広大な敷地、ゆったりとしたス

ペースを持つ施設、スタッフや設備も十分に整っており、

リハビリにも働くにもとても良い環境と感じています。

知らないことが多いので、毎日学ぶことばかりですが、

少しでもお役に立てればと思っています。

とりあえず心がけていることは、『毎日笑顔を絶やさ

ないこと！』 頑張ります。

新着任医師のご紹介 診療部 医師 高橋 健

回復期リハビリテーション病棟行事
～ カフェ・絵手紙編 ～

絵手紙では水彩絵の具

を使用して作成します。

初めて挑戦される方は

不安そうですが、見本

もあり、いざ塗り始め

ると皆さん集中して塗

り上げて行きます。

食堂からの眺めは、別

府湾を一望でき最高の

眺めです。素晴らしい

景色を見ながらの

紅茶・コーヒーに

「ほっと一息」

「心が落ち着く」と、

とても好評です。

一筆一筆丁寧に！

海を眺めてのカフェ

完成した絵手紙に

は家族に向けて

一言コメントを書

かれたり・・

綺麗な出来栄えに

スタッフもびっくり

です。
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福祉用具紹介 浴室で活躍する福祉用具を２点紹介いたします！

① 肘置きは開閉式で洗う際は邪魔になりません。

ホームセンターなどにも売っているため

入手しやすいです。

② 高さ調整が可能で立ちやすくなっている

ものもあります！

①

②

シャワーチェア

※ シャワーチェアは種類が多いため、
購入の際は販売元と相談することを勧めます。

浴槽手すり（取り付け用）

浴槽縁に噛ませて使用します。

立ってお風呂を跨ぐ際に把持します。

取り外しができるため、

ご家族が使用する際は邪魔になりません！

※ 商品によって設置のための適合サイズがあります。
購入する際は販売元に確認をしてください。

令和5年2月に開催された第25

回大分県理学療法士学会のフレッ

シュマンセッション部門にて、数あ

る演題の中からリハビリテーション

部の坂口遼馬さんが優秀賞を受賞

されました。

発表内容は歩行機能や注意機能

に改善を認めた脳卒中患者の症例

報告でした。

受賞した坂口さんは『この度は、

このような賞を受賞でき、大変光

栄です。今後も高次脳機能障害に

対するアプローチをより深めてい

けるように努めます。』と話してい

ました。

臨床での取り組み成果が認めら

れ、非常に素晴らしいです。これか

らも患者さんのために、日々研鑽

される事を期待しています。この

度は本当におめでとうございます。

第25回 大分県理学療法士学会

フレッシュマンセッション部門において

「優秀賞」を受賞しました！

理学療法士

坂口遼馬


